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（サークルの写真） 発表のセールスポイント

株式会社 キャタラー 村重 美加

多様性の視点を取り入れ、
作業姿勢に着目した設備改善を実施。
姿勢を数値化し、誰もがやり易い作業へ

改善した事例です。

カブシキガイシャ キャタラー ムラシゲ ミカ

私たちの会社は本社が静岡県 掛川市にあり、主に

自動車などの排ガスを綺麗にする触媒の研究開発、製造、

販売を行っています。私たちは磐田市にある研究施設、

ARKクリエイションセンターに勤めています。

会社紹介

1班:触媒調製とスラリー開発補助業務を担当

2班:触媒の試作品作製を担当

職場紹介 ｻｰｸﾙ紹介

運営の工夫～QC手法～

私たちのサークルは14名で活動しています。

サークルレベルはAｿﾞｰﾝを目標にして、全員参加を合言葉に

活動しました。QC手法と運営方法が弱いと判断したので、

弱点のレベルアップを図ります。

QC手法は、サークルリーダーが選別した項目について

社内eラーニングでの教育を計画しました。

またQC歴の長いメンバーは全て受講する事で

更にレベルアップして、サークル内の基盤を固めていきます。

運営の工夫～運営方法～

私たちは製品設計部 第1試験課に所属しています。

触媒調製や試作品作製などを担当しており、主に触媒性能に

重要なスラリーの開発補助業務を行っています。

運営方法は14人とメンバーが大人数の為、

少人数で話しやすくなるよう2Gr制を導入しました。

Gr分けはMBTI性格診断を活用、相性を考慮して決定。

キーパーソン紹介

キーパーソンは村重さんに決定。

弱みであるQC手法、運営方法のレベルを2024年3月までに

レベル2に向上させる事を目的に育成計画を立てました。

村重 美加さん

QC歴：1年

選定理由：次期リーダー候補育成の為

趣味：推し活

1 2 3

4 5

個人ﾚﾍﾞﾙ

育成計画

河原崎 山下 井村 宇田 中山 成田 中村 村重

パレート図 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

グラフ、チェックシート 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

特性要因図 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

散布図 〇 〇 〇 〇 〇

ヒストグラム 〇 〇 〇 〇 〇 〇

管理図 〇 〇 〇 〇 〇 〇

親和図 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

系統図 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

アローダイヤグラム 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

マトリックス図 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

問題解決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

課題達成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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テーマ選定①

テーマを選定するにあたり、先ずは各自の困り事を挙げ、全20件が挙がりました。

20件を3段階のレベルで層別し、7件のテーマ候補に絞り込みました。

担当者を決めて、三現主義で内容を確認しました。

テーマ選定②

マトリックス図で評価した結果、「加圧ろ過作業におけるやりにくさ改善」が

最も評価点が高くなり、課方針とも合致している為、本テーマに決定しました。

取り組む必要性の明確化①

加圧ろ過作業とは空気に圧をかけ、スラリーをろ液とろ物（固形物）に分ける作業です。

スラリーの品質を確認する上で非常に重要な作業です。

取り組む必要性の明確化②

作業フローはこのように7つの工程があり、ろ過自体に時間が掛かってはいますが

実工数は短く、工数には問題がありません。どのような問題があるか現地現物で作業を確認。

男性、女性問わず、人によって大変さの感じ方が違う事がわかりました。

取り組む必要性の明確化③

社会的な背景として、生産年齢人口の減少による労働力の不足が懸念されています。

キャタラーでも同様の傾向にあり、多様な人財が働ける環境が必須です。

第1試験課でも班を超えた応受援を活発に行っている為、更なる多能工化が必要です。

ろ過作業の依頼件数は増加傾向にあり、取り組む必要性が高いと判断しました。

ストーリー選定、活動計画

テーマを取り組むにあたり、ストーリー選定のフローチャートを用いて型を選定し、

今回は課題達成型で活動を進めました。

活動計画はこのように立て、ステップリーダーを中心に全員参加で活動しました。

キーパーソンの村重さんは全ステップを担当することで、レベルアップを図りました。

攻め所の明確化～困りごとの層別～

困り事を洗い出す為、FORMSを活用してアンケートを実施した所、

全30件の困り事が挙がりました。挙がった困り事を親和図にて層別、

層別した4つの困り事に対して、現地現物で確認していきます。

攻め所の明確化～装置の移動～

装置の移動では8kgの装置を持ち上げ、BOX内から出し入れをしています。

前屈みになる必要があり、姿勢が悪い状態で重量物を持つ為、高負荷と判断しました。

装置を使用した後、本体を持って洗い場まで移動する負荷を、TPSの手法で確認。

計18歩と少ない事から、低負荷と判断しました。

①・・・8歩

②・・・2歩

③・・・8歩



エルゴノミクス表

1 3 5 3 5

正面 下向き45度 真下90度 上向き45度 真上90度

1 3 5

正面 横45度 横90度

1 3 5

正面 斜め45度 横に90度

1 3 5

真下 45度 上に90度

首の

位置

手の

位置
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サンプルセット作業では、ろ過するスラリーを装置内へ投入し、投入口を覗き込んで

状態を確認しています。その際に、前屈みや背伸びになる必要があり、

姿勢が悪く負担がかかる為、高負荷と判断しました。

締め付け作業では、漏れ防止の為、レンチで装置の3点を均等に締め付けています。

8kgの装置を動かしながら締める必要がありますが、力が掛けにくい為、高負荷と判断。

フタのネジも回す際に掴みにくく、指が痛くなる為、高負荷と判断しました。

組付け作業では、エアーを流す為のカプラー接続部がBOX内の奥上部にあります。

人によって背伸びや前屈みになる必要があり、姿勢が悪い為、高負荷と判断。

ジャッキ調節は、位置を移動したり、高さを調節します。重量も2.4kgと重く、

高さの調節時もハンドルを回す回数が多い為、高負荷と判断しました。

高負荷作業の大変さを定量化する方法に悩んでいた所、メンバーから

エルゴノミクス評価を活用する意見が挙がりました。勉強会の実施後、

評価表を用いて評価しましたが、上手く評価できませんでした。原因を話し合い、

不要な項目を削除し、新たに必要な項目を加えた、独自の評価表を作成します。

現地・現物で確認しながら評価に必要な項目をピックアップ。

重量やネジを回す回数、時間などの項目と点数を追加して、

作業の負荷や大変さを数値化して表現できるようにしました。

攻め所の明確化～サンプルセット作業～ 攻め所の明確化～締め付け作業～

攻め所の明確化～組付け作業～ 攻め所の明確化～エルゴノミクス評価①～

サークル全員で評価を実施。各手順毎で

各人の作業負荷を数値化する事に成功しました。

同じ項目でも人によって数値にばらつきがある事が判明。

全員が楽に作業できる理想の点数を調査する事にしました。

更に、姿勢について捻りや背伸びを加え、独自のエルゴノミクス評価表を完成。

評価表を用いて各人の作業負荷を評価していきます。

攻め所の明確化～エルゴノミクス評価②～

装置の移動では、15点の姿勢で全員が負担があると回答。

7点では半数が負担があり、5点では全員が負担なしと回答した為、

5点を理想の点数と設定しました。

攻め所の明確化～理想の点数設定①～

攻め所の明確化～エルゴノミクス評価③～

攻め所の明確化～エルゴノミクス評価④～
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攻め所の明確化～攻め所選定シート～

攻め所選定シートを作成し、ギャップを評価。各項目で1番負荷の高い人を現状の姿とし、

理想の姿との差をギャップを明確にした上で、各攻め所の候補を設定しました。

目標設定

目標は「2024年4月5日までに、エルゴノミクス点数のギャップを0にする」に設定しました。

ギャップを無くし理想の点数とする事で、誰でも負担がなく作業が出来る環境を目指します。

運営の工夫、キーパーソン～中間～

装置移動ではスライドレール式を考案。

予想障害は、耐荷重28kgの部品を購入する事で除去できると想定、

装置を前に出せるようにする事で姿勢の負荷を低減できると予想しました。

他の作業項目でも同様に理想の点数を調査して、

全項目で、全員が負担を感じない理想の点数を設定しました。

方策の立案

各項目の攻め所について方策を立案。

大きな効果が見込まれる12件の案を採用することにしました。

障害の除去シートを使用して、方策案の予想障害と除去方法を検討。

△の評価がある項目は実現性が低いと判断し、採用を断念。

5項目を採用する事にしました。

成功シナリオの追求～①装置移動～

攻め所の明確化～理想の点数設定②～

成功シナリオの追求～②サンプルセット～

サンプルセットでは、投入位置を低くする事を考案。

予想障害は、装置の足を無くして、浮かせる形に改造する事で除去できると想定。

サンプルセットが容易になり、負荷を軽減できると予想しました。

方策の立案～障害のシート～

各ステップ前に教育を実施。e-ラーニング受講のフォローをして、手法の理解度を向上。

2Gr制の導入により、活発に意見が出るようになりました。更に議事録に理解度欄を追加。

わからなかったメンバーにはフォローして、全員で活動できるよう工夫を行いました。

キーパーソンも勉強し、マトリックス図を作成する事でレベルアップすることができました。



31

35 36

3433

32

37 38

成功シナリオの実施～ネジの付け外し～

ステージに6ヶ所の穴を開ける事で、利き手に合わせた位置で固定できるように改善。

ネジ位置の変更と形やサイズの統一化により、インパクトレンチを使用できるようにした事で

手動でネジの付け外し作業をする必要が無くなりました。

対策案について、課長へ承認をいただき、対策の実施計画をこのように立てて実施しました。

成功シナリオの実施～装置の移動とサンプルセット①～

工作のプロ達が設計して、作製を実施。

未経験者も巻き込んで、技術に加え、モノ作りの楽しさと嬉しさも教育でき、

ろ過装置のムービングステージを完成させることができました。

成功シナリオの追求～③ネジの付け外し～

ネジの付け外しでは、電動工具による付け外しを考案。

予想障害に対しては、ネジ位置を変更する事で解決できると想定。

付け外しの際に力を掛ける必要がなくなり、作業負荷が低減できると予想しました。

装置組付けでは、カプラー取り付け位置の変更を考案。

予想障害に対しては、配管の取り回しを変更する事で解決できると想定。

前屈みになる必要がなくなり、作業負荷の低減ができると予想しました。

更にジャッキの高さ調整の電動化を考案。

予想障害に対しては、ハンドルからネジ式に改造する事で解決できると想定。

ハンドルを回す必要がなくなり、作業負荷の低減ができると予想しました。

対策案について、キーパーソンが趣味の推し活から 「ムービングステージ」という案を発想。

サークル内の工作のプロ達が図面を作成して、自作で対策を実施する事にしました。

ムービングステージを使用する事で装置が前面に出せるようになり、前屈みの姿勢を改善。

装置高さも低くした事で背伸び姿勢の改善に成功しました。

これにより作業姿勢による負荷が軽減されました。

成功シナリオの追求～④装置組付け～

成功シナリオの追求～⑤装置組付け～

成功シナリオの追求～実施計画～

成功シナリオの追求～まとめ～

成功シナリオの実施～装置の移動とサンプルセット②～
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反省と今後の進め方

活動を振り返り、良かった点は2Gr制の導入により、多くの意見を出すことができた事です。

反省点は、エルゴノミクス表の項目選定に時間が掛かり、計画通りに進まなかった事です。

今後は効率よく活動できるよう、改善していきます。

標準化と管理の定着

標準化と管理はこのように決め、安全と品質を維持管理していく為に、

チェックシートを用いて点検していきます。

QC手法、運営方法を向上させる事に成功し、X軸も平均3.8点に向上しました。

目標のAゾーンには届きませんでしたが、今後もAゾーンを目指して活動を続けます。

サークルレベル

ギャップが0となり、目標達成しました。作業姿勢が改善される事で負荷が軽減。

皆が作業しやすい環境になり、班を超えた応受援も活発化されました。

有形効果は、年間で約1万7千円となりました。

効果の確認効果の確認

対策後の作業負荷について、全員で評価を実施。

全員が理想の点数以下にする事ができました。

成功シナリオの実施～まとめ～

対策前後のろ液を評価して、品質に問題が無い事を確認。

装置の点検表を改訂し、点検項目を追加しました。

また、変更した作業を追加した作業要領書をキーパーソンが改訂、

関係者に教育訓練を実施し、皆が作業できるようになりました。

成功シナリオの実施 ～装置の組付け～

ムービングステージ作製により、ジャッキの移動が必要なくなり、定位置化させました。

ハンドルも装置固定ネジと同じにすることで、インパクトレンチが使用できるようになりました。

エアー配管も取付位置を変更して、ムービングステージと連動して前面に出せるようになり、

負担がない姿勢で取付ができるようになりました。

キーパーソン育成～まとめ～

勉強した手法を用いて、グラフやマトリックス図を作成。

趣味から出たアイデアが採用されるなど活動に貢献する事ができました。

会合でも発言が増え、全ステップを経験することでレベルアップし、目標を達成しました。

創意くふうも優秀提案を提出することができ、今後も更なるレベルアップを図ります。


